
（別紙３）

～ 令和7年　2月　7日

（対象者数） 1名 （回答者数） 1名

～ 令和7年　2月　7日

（対象者数） 6名 （回答者数） 6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

職員（特に看護師）の配置が多くない中でも、出来るだけ受

け入れるようにしていますが、医療的ケア度により受け入れ

の制限があり、ご期待に沿えない場面が出てきています。看

護職員若しくは特定医療行為を行える職員の配置などで受入

れ可能な職員を増やしていきたいと考えています

2

支援計画を立てっぱなしではなく、支援の中での新たな発見

や課題を情報共有する事で利用児様の成長に繋がるようにし

ています

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

2

3

○事業所名 多機能型通所事業所くるみ

○保護者評価実施期間 令和7年　1月27日

○保護者評価有効回答数

令和7年　1月27日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年　2月　20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

医療的ケアがあるお子さまでも受け入れできる事業所とし

て、もっと受入れ幅を広げていく事だと考えています

利用希望があった際に報酬算定に捉われず、受入れを行って

います

医療的ケアを含め利用児様の特性を生かした支援を行ってい

きます

利用児様のご家庭での様子と事業所内での様子を保護者様と

共有する事で、特性を理解し支援計画にも取り入れるよう努

めています。

事業所における自己評価総括表公表


